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様式第２号（第２条関係） 

  推薦書 

 氏名  推薦順位  人中 位  

 

在学校 

  ※大学大学院     ※修士課程・博士課程（前期・後期・ 

医学） 

       研究科       専攻   

     大学          課程  科 

     高等専門学校      学部 

     専修学校 

第 学年（年次）  

 

 

学 業 成 績

の 評 定 平

均値 

※大学 ・ 高等専門学校 ・ 専修学校 ・ 高等学校  

  ※３段階評価・４段階評価・５段階評価 

評定   教科（科目）数     評定値 

５ × （     ） ＝ （     ） 

４ × （     ） ＝ （     ） 

３ × （     ） ＝ （     ） 

２ × （     ） ＝ （     ） 

１ × （     ） ＝ （     ） 

合計  （     ） ＝ （     ） 

 

 評定平均値＝評定値の合計／教科（科目数）の合計＝（     ）  

 特記事項  

 上記の者は、富山県大学生等留学支援奨学資金の貸与を受ける者として適当と認

め、推薦します。 

  令和 年  月   日 

富山県知事    殿 

         

  学校長             

        

 

 備考 

  １ ※は、該当のものを〇で囲むこと。 

  ２ 評定値は、評定ごとに該当する教科（科目）数を乗じて計算すること。 

  ３ 評定平均値は、評定値の合計を教科（科目）数の合計で除し、小数第１ 

   位まで記入すること（小数第２位まで算出し、四捨五入すること。）。 

  ４ 評定平均値の作成に用いた学業成績証明書を添付すること。 
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様式第２号（第２条関係） 

  推薦書 

 氏名 立山 一郎 推薦順位 ２人中１位  

 

在学校 

立山  ※大学大学院      ※修士課程・博士課程（前期・後

期・ 

医学） 

       研究科       専攻   

     大学          課程  経営学 科 

     高等専門学校   商  学部 

     専修学校 

第２学年（年次）  

 

 

学 業 成 績

の 評 定 平

均値 

※大学 ・ 高等専門学校 ・ 専修学校 ・ 高等学校  

  ※３段階評価・４段階評価・５段階評価 

評定   教科（科目）数     評定値 

５ × （ １０  ） ＝ （ ５０  ） 

４ × （ ２０  ） ＝ （ ８０  ） 

３ × （ １５  ） ＝ （ ４５  ） 

２ × （     ） ＝ （     ） 

１ × （     ） ＝ （     ） 

合計  （ ４５  ） ＝ （１７５  ） 

 

 評定平均値＝評定値の合計／教科（科目数）の合計＝（ ３．９  ）  

 特記事項 

意欲的に学業に取り組み、どの教科においても基礎的知識は身に付いており、留

学を確実に修了できると見込まれる。 

 

 上記の者は、富山県大学生等留学支援奨学資金の貸与を受ける者として適当と認

め、推薦します。 

  令和８年９月〇日 

富山県知事    殿 

         

  学校長 〇〇 〇〇            

        

 

 備考 

  １ ※は、該当のものを〇で囲むこと。 

  ２ 評定値は、評定ごとに該当する教科（科目）数を乗じて計算すること。 

  ３ 評定平均値は、評定値の合計を教科（科目）数の合計で除し、小数第１ 

   位まで記入すること（小数第２位まで算出し、四捨五入すること。）。 

  ４ 評定平均値の作成に用いた学業成績証明書を添付すること。 

 

 

 

 

県締切り（9／３0）以前の

日付としてください 

【補足】 

・在学校の第１学年から貸与申請時までの全履修科目の成績を記入してください。 

・秀（９０～１００）・優（８０～１００）は５、良（７０～７９）は４、可（６０～６９）は３

に読み換えて算出してください。 

・GP で評価しており、かつ、５段階評価でない場合は、最高評価を５に次点を４に・・・と読み

換えてください。 

 （例）４段階評価の場合 

成績表上の評価 ４ ３ ２ １ 

読み換え後の評価 ５ ４ ３ ２ 

・不可や評価無しは、履修科目として数えないでください。 

記入例 


